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①
園務分掌とその内容を理
解し、企画・立案する。

・年度初めに正職、任期付職員、会計年度任用職員の経験値をもとに園務分掌を割り当て、皆が責任をもち
　企画・立案する機会を保障した。今年初めて担当する職員もいたが自分だけで仕事を抱え込まず周りの職
　員に準備内容を伝え、周りの職員も快く協力し行事に向かうことができた。
・職員による自己評価からも「風通しの良い職場集団であり、園全体で考え合うことができた。」とい振り
　返りもあった。しかし職員の中には「職員会で自分が発言したことに対して反応が返ってこないことがあ
　り、発言することを控えた方がいいのか悩む」という意見もあり、今後の課題である。

B

・先生達が風通しの良い職場と感じていることが、赤岡保育所の良い雰囲
　気につながっていると思う。
・保護者から見ると赤岡保育所の先生方はとてもまとまっているように見
　える。
・課題として挙げられていることが今後改善されることを期待する。
・園の雰囲気は１１時間通して同じ空気が流れていなければならないと思
　うので、研修の機会が少ないいパート職員に対して園の方針の徹底を図
　る必要がある。

B

・保育の語り合いや行事のねらい、内容に関す
　る話し合いにおいては、職員一人一人の思い
　や意見が尊重される中で、活発な協議が行わ
　れていくよう努める。
・年間通して職員一人一人が園の方針を理解し
　職務を遂行できるような園運営に努める。

②
自分の課題を見つけ、
改善とスキルアップを
図る。

・ティーチャーズトレーニングの受講者は予定した８回の研修に参加し、他の職員も11名中8名は4回以上主
　体的に研修に参加することができた。参加した職員からは「研修に参加する度に得るものが多く、実践し
　て子どもの変容が見られると自分の自信にもつながっている。」「子どもへの関わり方を職員間で共有し
　ながら保育の改善へつなげた。」等スキル向上に努めることができた。
・４歳５歳児クラスでは、研修の学びを継続して実践し、年度末にはクラスの半数以上の子どもが友達の状
　態や個性に気付き、互いに受け止め合える集団へと育ってきた。

A

・研修に参加できなくても参加した先生からの情報で学びの共有がなさ
　れ、子どもの成長へつながっていることは素晴らしい。
・日々の保育で忙しい中でも研修を受講し、子ども達の為に実践に繋げ
　ていることは成果である。

A

・次年度も受講者はフォローアップ研修を予定
　している。受講者だけでなく、今後も職員間
　で学びを共有し合い、園全体で専門性のスキ
　ル向上を図っていく。

①
写真を用いたエピソー
ド記録の取組を行う。

・会計年度任用職員の5名がエピソード記録を作成し、その資料を基に研修を行うことができた。５名の職
　員からは「自分の悩みに対して職員間で協議し合えたことで、自分事として受け止めやすく、実践する
　ことができた。」「子どもの行動を肯定的に受け止める心のゆとりをもつことができた。」「自分一人
　で悩みを抱え込んでいたので研修をすることで話し合う大切さを感じた。」という振り返りが聞かれた。
・成果指標からも「子どもの気持ちに気付くようになり、その時々に必要な援助や環境の再構成の必要性
　を感じていたが、その環境をすぐに用意していくことが難しく出来なかった。」という振り返りがあり
　今後の課題も明確になっている。エピソード研修の実施は職員の意識改善につながった。

A

・子どもの実像に迫る良い取組だと思うので、更なる研修を重ね継続して
　取り組んでほしい。
・担任は自分が受け止めていない子どもの姿を、違った尺度からアドバイ
　スをもらえていくので子ども理解を深められる良い研修だと思う。
・エピソード記録の取組は具体的で効果的な研修だと思われる。
・連絡帳からも子どもの気持ちや行動を注意深く見てくれている事が良
　く分かる。その裏にはこういった取組があることを知ることができた。

A
・一人一人が主体的に研修に参加し、学びを重
　ねていくことができるよう、職員のキャリア
　に応じた研修内容を計画実施する。

②

のびのびと身体を動か
して遊び、健康、安全
に対する態度や習慣を
身につける。

・年間通して幼児は体力向上、しなやかな体づくり、仲間づくりを目指して、朝の体操やマラソン、わら
　べ歌遊び等を継続してきた。また担任間で連絡を取り合いながら集団遊びに取り組むことができた。
　乳児は保育者が豊かな動作と動きを促す遊びを提案することができた。その成果として、４・５歳児は
　ルールを守って遊ぶことを楽しむことができるようになったり、友達とルールを確認し合ったり新しい
　ルールを自分達で決めたりという協調性や道徳性、規範意識の芽生えも育ってきた。
・保護者による保育所評価の設問「お子さんは園でのびのびと身体を動かして遊び、健康や安全に対する
　態度や習慣が身についていますか。」からも【そう思う】が８６％【ややそう思う】が１４％の評価で
　あった。

B

・保護者の期待に沿った実践結果が得られていることがアンケート結果か
　らも良く分かる。
・園庭の遊具等年々環境整備されて子ども達がのびのびと遊んでいる様子
　が見られる。
・日頃の園内での遊びや、友達との関わりから、健康や安全に対する習慣
　が身についていると思う。

B

・心と体は密接な関連性があることから、引き
　続き子ども達の心を育てていく為にも「心と
　体の調和のとれたしなやかな体づくり」を目
　指し、次年度の研究テーマとして取り組んで
　いく。

③
直接的な体験や絵本を
通して言葉に対する感
覚を豊かにする。

・乳児は、わらべ歌や童謡を保育者が歌うことで言葉や音を耳から伝えることを意識したり、保育者がモデ
　ルとなり意識して豊かな言葉を使うことを継続してきた。また子どもの気持ちを汲み取り、言葉に変え
　て代弁してきたことから、その時に必要な言葉を伝える事ができ、子ども達も挨拶やお礼などの所作や語
　尾等を言おうとする姿も増えてきた。
・幼児は、様々な言葉に触れられるように意識できたことで、激しく泣く、怒る、黙るという行為だけでな
　く、自分の気持ちや思いを適切な言葉を使って伝えようとする姿が増えてきた。

B

・絵本を通して子ども達がいろいろ考えることができている。
・豊かな表現力を持つ言葉、適切な言葉等々の獲得への取組を意識して絵本
　選びをすることは大変だと思うが、そこまで配慮することが、やはりプロだと思
　う。
・家庭でも歌を口ずさんだり、気に入った絵本を繰り返し借りてきている。そのお
　かげで、ことばや字への興味も湧いてきているように思う。
・既成のCDなどが充実している昨今、生活に根差したリズム(わらべ歌・からだ遊
　び)等の充実を図ってほしい。

B

・今後も言葉遊び、わらべ歌遊び、音遊びに関
　する新しい知識を身につけることができる研
　修の機会を確保すると共に、それぞれが自分
　の課題に向けて教材研究に努め、視野を広げ
　ていく。

①

一人一人が自分の役割
に責任を持ち、家庭に
寄り添いながら支援を
行う。

・保護者による保育所評価の設問「日々の生活の中で子育ての楽しさや子どもの成長の喜びを感じることが
　できていますか。」に対しては【そう思う】が８０％【ややそう思う】が２０％という高評価であった。
・園としても、職員一人一人が自分の役割に責任を持って行動し、チームで家庭に寄り添い支援を継続する
　ことができた。
・職員による自己評価でもクラスの８０％以上の家庭が「子どもの成長の喜びを感じることができている。
　」と評価した。

B
・担任以外の職員と情報共有していることで、保護者との対応にもその効果が見
　られている。
・コロナ禍で外部からの支援がない中、よく家庭支援ができている。
・保護者は日頃から先生とコミュニケーションをとる中で、子どもの園での様子を
　知り、成長を感じられている。

B
・今後も家庭や地域の様々な社会資源と連携
　を図りながら、それぞれの家庭状況に応
　た関わりをチームで継続していく。

②

子どもの発達や成長の
様子、保育者の意図を
保護者に分かりやすく
伝える。

・担任は毎日の連絡帳やクラスだより以外にも毎月一回以上ドキュメントの掲示を行い、それらを使って保
　護者に子どもの成長を伝えることはできた。
・保護者による保育所評価の設問「玄関前や２階廊下東側に掲示してある各年齢のドキュメントから子ども
　達の発達や成長の様子がよくわかりますか」に対しては【そう思う】が７８％【ややそう思う】が２０％
　の評価であった。また「職員に日頃の悩みや困ったことなど話せない」と感じている家庭が１家庭あっ
　たことは課題である。
・職員による自己評価「保護者が送迎時や連絡帳を通して子どもの成長を喜び、話をしたり子育ての助言を
　求めるようになる。」では、クラスの７０％以上が達成できたと評価した。
・

B

・保護者評価の「職員に日頃の悩みや困ったことなど話せない」が数名い
　たが、そういった思いをもつ保護者がいることは忘れないでいて欲し
　い。また、その少数の保護者を大切にするためにも、コミュニケーショ
　ンの内容の充実を図ってほしい。
・ドキュメントの掲示は保護者評価も高いことから、今後も継続していっ
　てもらいたい。先生達の園評価が７０％以上ということから、もっと保
　護者とコミュニケーションをとろうとしてくれている気持ちの表れだと
　思うので、引き続き頑張ってほしい。

B

・保護者が悩んだり困ったりした時には、頼
　りになる存在となれるよう日頃からコミュ
　ニケーション力を磨き、保護者と心が通い
　合う関係作りに努める。
・子どもの姿から成長を読み取れるドキュ
  メント作成にも継続して力を入れていく。
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香南市立赤岡保育所

経営理念

【保育目標】 自分大好き・友だち大好き・あかおかっ子
【経営目標】保護者とつながり、子どもにとって最もふさわしい生活の場としての最善を尽くす保育計画を目指す。
《子ども像》○話を聴く、話す力が身についた子ども　○好きなあそびを見つけて集中してあそぶ子ども　　○ルールを理解し守る力が身についた子ども　　○よりよい人間関係を作る力をもつ子ども　　〇五感を充分に使い、豊かな感性を身につけた子ども
《保育所像》○ 一人一人の子どもを大切にする保育所　○ 地域を理解し保護者とともに子育てをする保育所　○ 地域に愛される保育所　　○ 保・小・中・高の連携を大切にする保育所　　○ 子どもの生活日課が確立される保育所
《保育士像》〇子どもとの信頼関係を大切にする保育士　〇保護者とのよりよい関係を築く保育士　〇専門性の向上に努める保育士　 〇チームワークを大切にする保育士

中期経営目標
 短  期  経  営  目  標

（評価項目）

自　己　評　価 保育所関係者評価
改　善　策　等


